
 
令和５年度事業報告書 

 

１．ミュージアムスクール事業 

テーマ 「北方民族の人たちの生活と文化」 

内 容 小学校への当館学芸員出前学習と北方民族博物館での常設展示観

覧及びものづくり体験学習を実施。北方の人たちの生活と文化等につ

いて学習した。また、出来上がった作品はロビーに展示し、来館者に見

てもらった。 

開催日 令和５年９月～令和６年２月 

対 象 網走市内 ６小学校 ４年生 １８０名 

その他 （一財）山田記念青少年育成財団から３３０千円の補助金を受け実施

した。 

 

２．シンポジウム事業 

第３７回北方民族文化シンポジウム網走「北方諸民族文化とジェンダー２」 

内 容 前回に引き続き、北方諸民族文化における伝統的なジェンダーの在り

方やその歴史的変遷、現状と課題について検討した。 

開催日 令和５年１０月２１日（土）～２２日（日） 

会 場 オホーツク・文化交流センター大会議室及び Zoom ウェビナーによるオ

ンライン開催 

発表者 国内外博物館関係者・研究者 ８名 

参加者 ９７名（会場２２名 オンライン７５名） 

その他 網走市から１，８７３千円の補助金を受け実施した。また、シンポジウム

報告書を刊行し、図書館・大学・博物館等へ頒布した。 

 

シンポジウム関連事業 

内 容 北方民族音楽コンサート「野花南 風紋の調べ～馬頭琴とサンドアート

～」を開催した。 

開催日 令和５年１０月４日（水） 

会 場 オホーツク・文化交流センター エコーホール 

参加者 ２４２名 

 

３．北方民族博物館「友の会」事業 

内 容 北方地域の諸民族の文化などについての興味・関心をさらに高めても

らうため会員を募集し情報を提供した。 

    北方民族博物館「友の会」発足年月日／平成３年１０月１日 

①会員募集・個人会員 年会費  ４，０００円 １８５名 

・法人会員 年会費 １０，０００円  １７社 

・終身会員 平成９年度以降募集停止  １２名 

②各種事業・季刊誌「アークティック・サークル」の発行配布（年４回） 

・「友の会だより」の発行配布（年４回） 

・「友の会ニュース」の発行配布（年４回） 

・北方民族博物館の各種行事案内配布 



 

 

４．各種イベント開催事業 

北方民族博物館の利用促進を図るため、博物館ロビーや前庭を活用し各種イ

ベントを開催した。 

 

・第９回ユハンヌス夏至まつり 

開催日 令和５年６月１８日（日） 

会 場 北方民族博物館前庭ほか 

内 容 フィンランド発祥のゲーム「モルック」の大会や体験コーナーの設置、フィ

ンランド風スープの提供、ミニコンサートやフラダンスの披露などを実施

した。 

参加者 ２５７名 

 

・第１２回はくぶつかんまつり 

開催日 令和５年１１月３日（金・祝） 

会 場 北方民族博物館前庭ほか 

内 容 ボルシチ・ポップコーンの無料配布、くじら汁やくじら串などの販売、モル

ック大会やミニコンサート、オリジナルマグネットづくりやはくぶつかんク

イズなどのほか、ネイパル北見によるマシュマロ焼き体験を実施した。 

参加者 ５９２名 

 

・ロビーコンサート２０２３「青少年のための室内楽の夕べ」 

開催日 令和５年１２月２７日（水） 

会 場 北方民族博物館ロビー 

内 容 札幌交響楽団員４名を招き「西洋音楽物語」をテーマにコンサートを実

施した。 

参加者 ２３５名 

その他 （一財）山田記念青少年育成財団から４５０千円の補助金を受け実施

した。 

 

・第３４回北方民族博物館開館記念感謝 DAY 関連事業 

開催日 令和６年２月１０日（土） 

会 場 北方民族博物館前庭ほか 

内 容 ２月１０日の開館記念日に合わせ、トナカイソリ体験やかんじき体験のほ

か、革のリーフ型キーホルダーづくりなどを実施した。 

参加者 ３０３名 

 

５．ミュージアムショップ事業 

・書籍の販売 博物館総合案内、博物館特別展図録、研究紀要、資料目録等

の販売を行った。 

・物品の販売 カザフ刺繍ポーチやビーズ付キーリングなど北方地域に関係し

た商品や網走のお土産品の販売を行った。 

 



６．北海道立オホーツク公園管理運営事業 

北海道の指定管理者として、北海道立オホーツク公園の適切な管理運営業務

を行った。 

管理の目標達成状況 

・利用者数 

目標値：１６５，２００人 実績値：１６２，２０４ 

人 

・有料施設入場者数 

目標値：１５，２００人  実績値：１７，９２３人 

・事故発生件数 

目標値：０回以内     実績値：０回 

・利用者満足度の向上 

目標値：８０％          実績値：９０．４％ 

・職員の資質の向上を図る研修の実施 

目標値：２回             実績値：９回 

・年間ボランティア参加者数 

目標値：６００人          実績値：８１０人 

参考業績指標達成状況 

・公園利用促進のための自主企画事業 

目標値：３０事業     実績値：３４事業 

 

＊１２０点満点中１１７点となり、AAA「非常に適切な管理運営である。」との

評価になる見込み。 

   

７．北海道立オホーツク公園自主企画事業 

北海道立オホーツク公園の利用促進を図るため、オートキャンプ場等を活用し

て各種イベントを開催した。 

 

（１）大規模イベント事業 

テーマ 「てんとらんど大感謝祭２０２３」 

開催日 令和５年９月１８日（月・祝） 

参加者 ７７３名 

 

 

（２）中規模イベント事業 

テーマ 「てんとらんどオータムキャンプ」 

開催日 令和５年１０月２１日（土）～２２日（日） 

参加者 １０９名 

 

 

（３）小規模イベント事業   

開催回数 ４回 延べ参加者数 ２５０名 

内  容 公園利用者が参加しやすい、週末及び休日において各種イベント事

業を実施し、利用促進を図った。 



 

テーマ 「キャンプ場オープニングイベント」 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝） 

参加者 ８９名（２４組） 

 

テーマ 「スカイスクリュー作り」 

開催日 令和５年８月５日（土） 

参加者 ２名 

 

テーマ 「キャンプ場クロージングイベント」 

開催日 令和５年１０月８日（日） 

参加者 １５３名（４４組） 

 

テーマ 「てんとらんどクラフト教室（クリスマスリース作り）」 

開催日 令和５年１２月１０日（日） 

参加者 ６名 

 

 

（４）その他事業 

開催回数 ２８回 延べ参加者数 １２，０６７名 

内  容 地元団体及び地域住民等と連携・協力をしながら各種事業を実施し、

公園の利用促進を図った。 

  

テーマ 「物品販売（売店設置）サービス」 

開催日 令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日（日） 

※センターロッジ売店は、キャンプ場開設期間実施した。 

 

テーマ 「清涼飲料水等の自動販売機設置」 

開催日 令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日（日） 

 

テーマ 「センターハウス研修室の活用(有料)」 

①研修室備品（テーブル・椅子等）貸出事業 

開催日 令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日（日） 

②研修室レンタルギャラリー貸出事業 

開催日 令和５年１２月２２日（金）～令和６年３月３１日（日） 

参加者 １，２８９名（①１，２８９名 ②０名） 

 

テーマ 「センターハウス内 小上がり休憩スペース設置（無料）」 

開催日 令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日（日） 

 

テーマ 「シーニックの森 in てんとらんど」 

開催日 令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日（日） 

※受付は通年。植樹は６月・９月。 

参加者 ０名 



 

テーマ 「陶芸教室開催事業～てんと工房育む窯～」 

開催日 令和５年４月７日（金）～令和６年３月１６日（土） 

利用者 １，３４７名 

 

テーマ 「メープルウォーター等の無料配布」 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝）～３０日（日） 

参加者 セルフサービスのため人数はカウントしていない。 

 

テーマ 「空中テント体験」 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝）～１０月８日（日） 

参加者 ０名 

 

テーマ 「ドッグラン施設の開設」 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝）～１０月３１日（火） 

参加者 １，４４７名（１，１１７匹） 

 

テーマ 「子育て支援事業（キャンプ場における用具の無償貸与等）」 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝）～１０月９日（月・祝） 

参加者 ０名（０棟） 

 

テーマ 「キャンプ場宅配サービス」 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝）～１０月９日（月・祝） 

 

テーマ 「レンタル事業」 

①キャンプ用品レンタル事業 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝）～１０月９日（月・祝） 

②歩くスキー用具・ソリレンタル事業 

開催日 令和６年１月５日（金）～３月１０日（日） 

 

テーマ 「オホーツクみんたる市 in あばしり」 

①２０２３春だよ！オホーツクみんたる市 in あばしり 

開催日 令和５年４月２９日（土・祝）～３０日（日） 

②２０２３秋だよ！オホーツクみんたる市 in あばしり 

開催日 令和５年１０月８日（日）～９日（月・祝） 

参加者 ８９９名（①４５４名  ②４４５名） 

 

テーマ 「てんとらんど mini まつり」 

開催日 令和５年５月３日（水・祝）～７日（日） 

参加者 ７１０名 

 

テーマ 「自然観察会」 

① てんとらんど山菜まつり 

開催日 令和５年５月１４日(日) 



 

②巣箱清掃＆野鳥観察会 

開催日 令和５年９月３０日(土) 

参加者 ２４名（①２０名 ②４名） 

 

テーマ 「子ども花植え教室」 

開催日 令和５年６月２日（金） 

参加者 １８名 

 

テーマ 「ノルディックウォーキング教室」 

開催日 令和５年６月４日（日）～１０月２９日（日）計２２回 

参加者 ２５ 

１名 

 

テーマ 「てづくり初夏の祭典」 

開催日 令和５年６月１７日（土）～１８日（日） 

参加者 ７７５名 

 

テーマ 「パークゴルフ大会」 

①第２３回天都の杜パークゴルフ大会 

開催日 令和５年６月２５日(日) 

②第１４回天都の杜チャンピオンシップ 

開催日 令和５年１０月２９日(日) 

参加者 １１７名（①６２名 ②５５名） 

 

テーマ 「キラ星フェスタ in てんとらんど」 

開催日 令和５年８月２６日（土）～２７日（日） 

参加者 ５１６名 

 

テーマ 「ふわふわビレッジ」 

開催日 令和５年９月１７日（日）～１８日（月･祝） 

参加者 ７１４名 

 

テーマ 「歩くスキーコース開設」 

開催日 令和６年１月５日（金）～３月１０日（日） 

参加者 １，５２４名 

 

テーマ 「そりコース開設」 

開催日 令和６年１月５日（金）～３月１０日（日） 

参加者 ２，１１３名 

 

テーマ 「歩くスキーサークル教室」 

開催日 令和６年１月６日（土）～２月２４日（土） 計７回 

参加者 １８０名 



 

テーマ 講習会「はじめての歩くスキーツアー」（北方民族博物館協働事業） 

開催日 令和６年１月１３日(土) 

参加者 ２３名 

 

テーマ 「クロスカントリースキーワックス掛け講習会＆展示即売会」 

開催日 令和６年１月２０日(土)～２１日(日) 

参加者 ２６名 

 

テーマ 「雪あそび体験」（ネイパル北見との協働事業） 

開催日 令和６年２月１１日（日・祝） 

参加者 ２７名 

 

テーマ 「２０２４歩くスキーの集い」 

開催日 令和６年２月１８日（日） 

参加者 ６７名 

 

８．北海道立北方民族博物館管理運営事業 

（１）北海道教育委員会の指定管理者として、北海道立北方民族博物館の適切       

な管理運営業務を行った。 

管理の目標達成状況 

・特別展示の実施回数 

目標値：５回        実績値： ７回  

・常設展示、特別展示の観覧者数 

目標値：２１，８００人   実績値： ４５，８６５人  

・北方文化に関する教育普及事業の参加者数 

目標値：２，０００人    実績値： ３，１７８人  

・博物館等との連携、協力事業の実施 

目標値：１０回        実績値： ２１回  

・利用者満足度の向上 

目標値：８０％        実績値： ９５．５％  

・職員の資質の向上を図る研修の実施 

目標値：２回        実績値： ５回  

 

＊１２０点満点中１２０点となり、AAA「非常に適切な管理運営である」との評

価になる見込み。 

 

 

（２）教育・普及事業 

北方地域の諸民族に関する知識と理解を深めるため、講座・講習会等を開催

した。 

 

・一般対象講座、講習会 

開催回数 ２６回  延べ参加者数 ７３８名 



テーマ 館長講座「ツンドラのレシピ トナカイ遊牧民コリヤークの食物資源利

用」 

開催日 令和５年４月１５日（土） 

講 師 呉人 惠（当館館長） 

参加者 ２９名（会場１４名、オンライン１５名） 

 

テーマ 上映会「北方民族博物館シアター春」 

開催日 令和５年４月３０日（日） 

講 師 笹倉 いる美（当館学芸主幹） 

参加者 １０名 

 

テーマ ゴールデンウィークイベント 

    「オリジナルマグネットキット」プレゼント 

開催日 令和５年５月３日（水・祝）～５日（金・祝） 

参加者 ３００名 

 

テーマ 移動展「暖かいだけじゃない！毛皮と北方民族の多彩な関係」 ギャラ

リートーク 

開催日 令和５年５月６日（土） 

講 師 日下 稜氏（北海道大学低温科学研究所学術研究員） 

是澤 櫻子氏（国立アイヌ民族博物館） 

中田 篤（当館主任学芸員） 

会 場 斜里町立知床博物館 

参加者 １１名 

 

テーマ 講座「モンゴル民話から見る遊牧世界」 

開催日 令和５年６月１７日（土） 

講 師 西村 幹也氏（NPO 法人しゃがぁ理事長） 

参加者 １４名 

 

テーマ 講座「草木染の世界」 

開催日 令和５年６月３０日（金） 

講 師 山崎 和樹氏（草木工房主宰・染色工芸家） 

参加者 ２８名 

 

テーマ 講演会「世界のカゴ」 

開催日 令和５年７月１６日（日） 

講 師 伊藤 朝子氏（カゴアミドリ店主） 

参加者 ２１名 

 

テーマ 講習会「リストウォーマ編み」 

開催日 令和５年７月２２日（土） 

講 師 結城 伸子氏（造形作家） 

参加者 ９名 



テーマ 講習会「すず糸のブレスレット」 

開催日 令和５年７月２３日（日） 

講 師 結城 伸子氏（造形作家） 

参加者 ９名 

 

テーマ 講座「北方民族博物館活用学習のための指導者研修」 

開催日 令和５年８月４日（金） 

講 師 森岡 健治氏（国立アイヌ民族博物館） 

    岡田 恵介氏（公益財団法人アイヌ民族文化財団） 

参加者 ７名 

 

テーマ 上映会「北方民族博物館シアター夏」 

開催日 令和５年８月２０日（日） 

講 師 野口 泰弥（当館学芸員） 

参加者 １６名 

 

テーマ 講座「アラスカネルソン島の調査から」 

開催日 令和５年９月３日（日） 

講 師 岡田 淳子氏（当館元館長） 

参加者 ２２名 

 

テーマ 講習会「白樺樹皮でつくる小物」 

開催日 令和５年９月９日（土） 

講 師 山辺 朋子氏（白樺細工工芸家） 

参加者 １２名 

 

テーマ アイヌ文化講習会「イラクサの糸づくり」 

開催日 令和５年９月１０日（日） 

講 師 西田 香代子氏（アイヌ文化伝承者） 

参加者 ２４名 

 

テーマ 講座「特別展解説講座」 

開催日 令和５年９月１７日（日） 

講 師 笹倉 いる美（当館学芸主幹） 

参加者 １４名 

 

テーマ 講座「ユネスコ世界遺産『北海道・北東北の縄文遺跡群』と北海道の

縄文文化」 

開催日 令和５年１１月５日（日） 

講 師 村本 周三氏（北海道環境生活部文化局文化振興課縄文世 

界遺産推進室主査） 

参加者 ８名 

 

 



テーマ 研修会「学芸員のための文化財写真研修会」 

開催日 令和５年１１月１０日（金） 

講 師 江村 知子氏（東京文化財研究所） 

城野 誠治氏（東京文化財研究所） 

笹倉 いる美（当館学芸主幹） 

参加者 ４３名（会場４名、オンライン３９名） 

 

テーマ 講座「文化財写真の魅力と役割」 

開催日 令和５年１１月１１日（土） 

講 師 江村 知子氏（東京文化財研究所） 

城野 誠治氏（東京文化財研究所） 

参加者 １１名 

 

テーマ 講座「北海道博物館紀行 美幌博物館」 

開催日 令和５年１１月１８日（土） 

講 師 城坂 結実氏（美幌博物館学芸員） 

参加者 １０名 

 

テーマ 講座「アラスカのごみ問題」 

開催日 令和５年１２月１０日（日） 

講 師 石井 花織氏（東北大学東北アジア研究センター学術研究院） 

参加者 １１名 

 

テーマ 講座「雪上の移動用具」 

開催日 令和５年１２月１７日（日） 

講 師 中田 篤（当館主任学芸員） 

参加者 ８名 

 

テーマ 講習会「はじめての歩くスキーツアー」 

開催日 令和６年１月１３日（土） 

講 師 中田 篤（当館主任学芸員）ほか 

参加者 １２名 

 

テーマ 講演会「企画展講演会」 

開催日 令和６年２月３日（土） 

講 師 ユクジーズ・ヴァン カンペン氏（アーティスト） 

参加者 ２０名 

 

テーマ 講座「北米での北方文化研究 35 年を振り返る」 

開催日 令和６年２月１８日（日） 

講 師 岸上 伸啓氏（国立民族学博物館教授） 

参加者 ６１名（会場１３名、オンライン４８名） 

 

 



テーマ 上映会「北方民族博物館シアター冬」 

開催日 令和６年３月１０日（日） 

講 師 中田 篤（当館主任学芸員） 

参加者 １４名 

 

テーマ 講座「北米先住民の宝物」 

開催日 令和６年３月１６日（土） 

講 師 野口 泰弥（当館学芸員） 

参加者 １４名 

 

・児童・生徒対象講座・講習会 

開催回数 ９回  延べ参加者数 ８４名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「フェルトで作るゲル型小物入れ」 

開催日 令和５年５月２７日（土） 

講 師 石原 生久代（当館解説員） 

参加者 ４名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「トーテムポールのペンスタンド」 

開催日 令和５年６月１０日（土） 

講 師 塩谷 舞（当館解説員） 

参加者 ６名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「ビーズ織りで作るミラーキーホルダー」 

開催日 令和５年７月２９日（土） 

講 師 平栗 美紅（当館解説員） 

参加者 １３名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「サミのひもで作る腕時計」 

開催日 令和５年８月５日（土） 

講 師 菅原 章子（当館解説員） 

参加者 １６名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「バスケットづくり」 

開催日 令和５年９月１６日（土） 

講 師 塩谷 舞（当館解説員） 

参加者 ４名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「白樺の皮で編むカードケース」 

開催日 令和５年１０月７日（土） 

講 師 平栗 美紅（当館解説員） 

参加者 １５名 

 

 



テーマ はくぶつかんクラブ「皮とフェルトで作るカレンダー」 

開催日 令和５年１２月９日（土） 

講 師 菅原 章子（当館解説員） 

参加者 ７名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「フェルトの動物オーナメントで作るサンキャッチャー」 

開催日 令和６年１月２０日（土） 

講 師 石原 生久代（当館解説員） 

参加者 １２名 

 

テーマ はくぶつかんクラブ「かんじき体験」 

開催日 令和６年２月１７日（土） 

講 師 野口 泰弥（当館学芸員） 

参加者 ７名 

 

・学校や各種団体等を対象とした講座、講習会  

開催回数 ５９回 延べ参加者数 ２，２５９名 

  

（３）資料収集・展示事業 

北方地域の諸民族の歴史や文化に関する資料を収集するとともに、所蔵資料

と合わせ効果的に資料の展示を行った。 

常設展示 北方地域の諸民族に関する資料を展示した。 

会  期 令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日（日） 

観 覧 者 ２５，５１８名 

 

移動展 「暖かいだけじゃない！毛皮と北方民族の多彩な関係」 

会  期 令和５年４月１９日（水）～５月２１日（日） 

内  容 北方地域の動物と、その毛皮がどのように活用されてきたの かにつ

いて紹介した。 

会  場 斜里町立知床博物館・交流記念館ホール 

観 覧 者 ６７０名 

 

ロビー展 「Extreme.Relay.-伝統を継ぐレース」 

会  期 令和５年４月２２日（土）～５月１４日（日） 

内  容 北米で生まれ、数世紀にわたって先住民の間で行われてきた騎馬競

争「Extreme.Relay」について、カナダ人写真家ジュリー・ビンセント

氏とジェイソン・ローレンス氏が撮影した記録写真で紹介した。 

観 覧 者 １，５４９名 

 

ロビー展 「モンゴル・遊牧世界の小道具たち」 

会  期 令和５年５月２０日（土）～６月１８日（日） 

内  容 モンゴルの草原地域で、伝統的な生業活動として営まれてきた遊牧生

活のなかで使われてきた様々な小道具について紹介した。 

観 覧 者 ２，０４３名 



 

特 別 展 「北方民族の編むと織る」 

会  期 令和５年７月１５日（土）～１０月２２日（日） 

内  容 北方民族の様々な技術の中から編むと織るに注目し、当館が所蔵す

る道具や素材を展示し、編み物と織物が北方民族の文化を特徴づけ

てきた側面と、各社会の中で果たしてきた役割について紹介した。 

観 覧 者 ８，０１６名 

 

ロビー展 「写真で振り返る日本のアラスカ調査３」 

会  期 令和５年１１月３日（金・祝）～１２月１０日（日） 

内  容 岡田宏明当館第２代館長、岡田淳子当館第４代館長の長年にわたる

アラスカ調査の中から、１９６２年から１９８０年にかけて東西アラスカ

のネルソン島調査について紹介した。 

観 覧 者 １，７８６名 

 

ロビー展 北海道立北方民族博物館・東京文化財研究所共同研究展「文化財

写真-北方民族の文化多様性を伝える」 

会  期 令和５年１１月３日（金・祝）～１２月１０日（日） 

内  容 令和４年から行われてきた文化財アーカイブにふさわしい写真の在り

方についての研究成果について紹介した。 

観 覧 者 １，７８６名 

 

ロビー展 オホーツクシリーズ 1７「北の状景から」 

会  期 令和６年１月４日（木）～２１日（日） 

内  容 オホーツク地域に暮らすカメラ愛好家の方々が撮影したオホーツク地

域の写真を展示し、地元の魅力を紹介した。 

観 覧 者 ４９７名 

 

企 画 展 「ユーコン・ファーストネーションの伝統的アート様式」 

会  期 令和６年２月３日（土）～４月７日（日） 

内  容 北アメリカ北西部を流れるユーコン川上流域に暮らす先住民（ファー

ストネーション）のアーティスト、ユクジーズ・ヴァンカンペン氏のアート

コレクションや彼自身の作品により、アートの歴史や変遷、多様性に

ついて紹介した。 

観 覧 者 ４，５８４名 


